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斉藤 延人

本号の扉では，大阪労災病院の山本和己先生が「働き方改革？」と題したエッセイを
寄せられています．労災病院ですからその意識は高く，的確に問題点を指摘されていま
す．山本先生のお言葉では，「安心安全な医療は日頃の医療従事者，特に医師の過重労
働に支えられていた」とありますが，まさしくその通りで，これを急激に改革すると随
所に大きなひずみが出ることは必至です．

2017年から，「医師の働き方改革に関する検討会」が厚生労働省で行われています
が，まだ先行きは見えません．本誌が発刊となる年末頃が一つの目処となっていますの
で，何らかの方向性が示されているかもしれません．現時点でも，適切な労使協定の締
結や出退勤時間の適切な管理は先行して求められていますが，研修医をはじめとする自
己研鑽の時間の考え方や，大学の場合には裁量労働制の考え方も含め，医師の勤務時間
の考え方について，この検討会における方針が定まるのを待っている状況です．この間
にも個別案件で労働基準監督署からの是正勧告を受けた病院では，診療のあり方そのも
のの変更を余儀なくされている病院もあるようで，極端な例では，患者家族への説明を
夜間や休日には不可としたり，不急の急患の受け入れを制限する方針を打ち立てたり，
行き過ぎと思いますが手術も日勤帯と夜勤帯でメンバーを交代するというような話も聞
こえてきています．確かにわれわれの労働のあり方そのものを見つめ直さなければいけ
ないターニングポイントにいると思いますが，人件費増とも連動して診療アクティビテ
ィの低下を招くようになれば，医療提供体制の崩壊を招きかねません．
さて，本号にはその他にも，総説では「TSH産生下垂体腺腫」，連載では「高齢者頭
部外傷治療におけるピットフォール」，研究では「梯子・脚立からの転落による頭部外
傷の検討」が掲載されています．さらに，症例報告が 5編，教訓的症例に学ぶシリー
ズが 2 編と充実した内容となっています．また，今回の海外留学記は「USMLE 体験
記」として，単なる留学先の紹介ではなく，研修のための仮免許に相当する ECFMG
を取得するための手続きや体験談が紹介されています．これから臨床での留学を考えて
いる方々にとっては，大いに参考になるのではないでしょうか．本号も皆様のお役に立
てる内容であれば幸いです．
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